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特別区協議会は、昭和22年5月の地方自治法の施行と同時に、「特別区の円滑なる自治の運営と発展に寄与する」ことを目的に発足。

昭和26年に財団法人となって以来、およそ60年にわたり、地方自治法改正に伴う特別区の自治権に関する調査研究や資料の収集・提供などの事業を行っている。

理事長 : 多田正見（江戸川区長）

財団住所 : 千代田区飯田橋三丁目5番1号「東京区政会館」内　ホームページ：http://www.tokyo-23city.or.jp/

財団法人 特別区協議会

発行 : 2010年3月

実施報告概要版



PROGRAMプログラム

■開催挨拶
13:30～13:35（5分）

■特別講演　
13:35～13:55（20分）

■基調講演
13:55～14:35（40分）

■講　　演
14:35～15:15（40分）

■トークセッション
15:30～17:00（90分）

■閉　　会
17:00

（財）特別区協議会理事長　多田 正見 氏

「コペンハーゲン合意・始まりと見るか、終わりと見るか」
駐日デンマーク大使 フランツ=ミカエル・スキョル・メルビン氏

「自治体の視点からみたCOP15の結果と、世界の自治体の動き」
イクレイ世界事務局次長 ジノ・ヴァン・ベギン 氏

「COP15の意義と今後の展望」
環境省 地球温暖化対策課長 高橋 康夫 氏

「低炭素社会に向けた自治体ロードマップ」
板橋区長　坂本　 健 氏
慶應義塾大学環境情報学部 教授　浜中 裕徳 氏（コーディネーター）
イクレイ世界事務局次長　ジノ・ヴァン・ベギン 氏
環境省 地球温暖化対策課長　高橋 康夫 氏
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財団法人特別区協議会は、地球温暖化をたいへん重要な課題と位置付け、様々な

活動を行っています。皆様のご協力をいただき、その成果をますます上げていきた

いと期待しています。

2009年12月に、デンマーク・コペンハーゲンでCOP15が開かれました。京都議

定書に続く目標をということでしたが、「政治合意」で終わったということです。

ただ、各国の削減目標を2010年1月までに条約事務局に提出することになっており、

すでにかなりの国が提出していると聞いています。2010年暮れにはメキシコで

COP16が開催され、引き続きの課題として論議されることになっています。

地球温暖化は、人類の地球上の生存がかかった重い課題です。各国の事情や様々

な状況の中でなかなか困難な状況がありますが、これからもさらなる努力を続けて

いかなければならないと考えています。東京62の区市町村は「みどり東京温暖化防

止プロジェクト」という事業を起こし、共同で様々な取り組みを進めているところ

です。皆様方にもこれからも一層のご協力をお願いしたいと考えております。

本日は、低炭素社会の構築に向け、様々なお話を聞かせていただくわけですが、

どうか参考になさっていただきたいと思っております。

（財）特別区協議会理事長 多田 正見 氏
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「低炭素社会への道すじ」
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